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 第 1回研究例会 於近畿大学 




 第 2回研究例会 於京都市  
  今泉秀人（大阪大学）「楊振声と沈従文──青島大学時期を中心に」 
11月 2日～3日 
 第 3回研究例会 於高知大学 
  ※ 科研費基盤研究（C）「日中戦争期重慶における民族主義文壇の成熟と在重慶知識人のネットワーク」 
    （研究代表者：中野知洋）との合同研究会 
  報告 
   濱田麻矢（神戸大学）「沉櫻と青島」 
   中村みどり（早稲田大学）「帝国の避暑地と革命──陶晶孫が描いた逗子・上海」 
   高橋俊「映画に表れた青島」 
   齊藤大紀「王統照のウォーターフロント」 
   杉村安幾子「楊振声と五四 楊振声の五四」 
   中野知洋「孫陵研究に向けて」 




 第4回研究例会 於近畿大学 
  報告 
   齊藤大紀「矛盾の都市・青島」 
 報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」5 
   杉村安幾子「楊振声作品における“海洋”表象」 
   高橋俊「海が聞こえる──中国映画における海のイメージと青島」 
   中野徹「海と学潮──沈従文「八駿図」と青島大学の学生運動」 
   中野知洋「青島・重慶の諸問題」 
8月 17日～22日 
 第 2回資料調査会 於青島市、煙台市、蓬莱市 
  青島市立図書館、蓬莱市文化館、老舎故居等における実地調査および資料調査 
12月 6日～7日 
 第 5回研究例会 於富山大学 
  ※ 科研費基盤研究（C）「日中戦争期重慶における民族主義文壇の成熟と在重慶知識人のネットワーク」
（研究代表者：中野知洋）、富山大学人文学部傾斜配分経費シンポジウム支援経費「中華圏における
モダニズム Ⅱ近代中国の都市とリゾート」との合同研究会 
  報告 
   清水賢一郎（北海道大学）「モダン中国・マスツーリズムの出現」 



















































































































 石華父の「抛錨」は『文芸復興』第 2巻第 1期（1946年 8月）と第二巻第二期（同






















































































































































































































































































































4 孫昌熙・張華「論楊振声的小説創作」（『文史哲』1982年第 5期） 
5 楊振声「『玉君』自序」（注 3前掲書） 
6 邵迎建著『上海抗戦時期的話劇』（北京大学出版社、2012年）によると、『職業婦女』は 1941





8 注 6邵迎建前掲書。 
9 注 7楊絳前掲文。 







13 「致唐樟栄」1992年 2月 25日（『柯霊文集』第 6巻、文匯出版社、2001年） 
14 「致柳無非」1984年 4月 16日（注 13前掲書） 
15 注 12柯霊前掲文。 
16 『海誓』の初回上映は香港、1949年 11月 22日。英語題 A Fisherman’s Honour、国語使用、
モノクロ作品。黄大（穆三）を陶金が、秋姐（素姐）を李麗華が、梁九嫂（何九姑）を劉琦
が演じるなど、当時のスター俳優がキャスティングされている。筆者未見。 
17 注 12柯霊前掲文。 




21 柯霊『海誓』（注 12前掲書） 













































































発表も継続している。29 年、国立青島大学の設立準備委員会に参加し、翌 30 年、40



























































































「磨面的老王（粉挽きの老王）」1921年 10月『新潮』第 3巻第 1号 
「阿蘭的母親（阿蘭の母親）」1926年 3月『現代評論』第 3巻第 68期 
「李松的罪（李松の罪）」1925年『晨報』7周年記念増刊号 
「瑞麦（吉兆の麦）」1926年 12月『現代評論』第 1周年記念増刊号 
「小妹妹的納悶（妹の憂鬱）」1926年 12月『現代評論』第四巻第 102期 
「一封信（1通の手紙）」1934年 5月『学文月刊』第 1巻第 1期 
「抛錨（私刑）」10 1937年 5月『文学雑誌』創刊号 
「荒島上的故事（無人島の物語）」1943年 6月『世界学生』第 2巻第 5期 
「黄果（果物）」1946年 4月『世界文芸季刊』第 1巻第 3期 


















































































「報復」は 1934年 1月 31日新聞『大公報・文芸副刊』第 32期に掲載された。『大
公報』自体は 1902年に創刊であるが、天津『大公報・文芸副刊』は楊振声と親友沈従
文が 33年 9月にその編集を引き受けてから立ち上がった。水曜と土曜の週 2回発行し























































































































































































らあな。今日こっちに OK 出して明日はあっちに OK って訳にはいかねえ。早い
とこ娘を着替えさえて化粧させろって。俺らが穏やかに友好的に迎えに行くから
な。でなけりゃ、俺らは強奪して行くぜ、お前もどうしようもねえだろ」 

























  高二は首を振った。 
  「まあ、お前にゃ無理だろうな！」茶髭の李大は歯を剥き出しにして得意気に笑
った。「お前あの日、店を出たら羅小黒に遇っただろう？」 
  「それは俺もはっきり憶えてる」高二は頷いた。 
  「お前は龍王廟の前で劉五にも会ってるんだ」李大はゆっくりと言った。 
























































































































2 胡適「貞操問題」（『新青年』1918年 7月第 5巻第 1号）。『胡適文集』第二巻（北京大学出版
社、1998年）に拠る。 








農学者）が 1911年 1月生れであるため、仮に 1910年頃とした。 
7 梁実秋「憶楊今甫」『看雲集』志文出版社、1974年 
8 梁実秋「酒中八仙」『雅舎憶旧』雲南人民出版社、2012年 
9 蕭乾「我的啓蒙老師楊振声（代序）」注 6前掲書収録 
10 「抛錨」については拙稿「楊振声「抛錨」・石華父『海葬』・柯霊『海誓』をめぐって―恋
愛と復讐の変奏」（『お茶の水女子大学中国文学会報』第 32号、2013年年 4月）参照。 




































る。次の 2つのサイトを参照した。（ともに 2013年 11月 15日閲覧） 
  雲南少数民族網 http://www.yn21st.com/show.php?contentid=25051 




28 『申報』癸酉六月廿五日（1873年 6月 25日）第三版 
29 『申報』己卯九月念四日（1879年 11月 7日）第二版 
30 『申報』大清光緒十一年五月初八日（1985年 6月 20日）第二版 
31 『申報』大清光緒十九年十一月初五日（1893年 12月 12日）第三版 


















































































































































   日本の二十一か条要求はまるで人々の心を押さえ付ける岩のようで、それを取り除
かんと青年達は誰よりも熱い思いをしていたのだ。（中略）5月 3日の晩、北京大学第
三院大礼堂で各校代表大会が開かれ、5 月 4 日の午前中、天安門で大会を開くことが
決まった。 





































   五四運動は反帝国主義・反封建主義の二つの重要な意義以外に、付帯的な意義もあ
る。それは新文学との関係である。根本的に言えば、この二者はどちらも解放運動で
ある。形式的に言えば、五四運動は行動の上で思想を表現した解放形式であり、新文













 また、楊振声は翌 1950年には次のように回想している。 
 





































   東西に伸びた長い通りに大勢の老若男女が立ち並び、口々に「才徳兼備の娘の嫁入
り」を見るのだと騒いでいた。 
   「才徳兼備の娘ってどういう意味？」私は丁度午後の授業が終わって帰宅したとこ
ろで、ヤギ髭の男を仰ぎ見て尋ねた。 
   「待ってりゃすぐに見られるさ。ガキが焦んなって！」男は話のついでにヤギ髭を
ちょっと動かした。 







   私は走って帰宅し、祖母に尋ねた。 
   「才徳兼備の娘というのは才徳兼備の娘ですよ」祖母は少しも珍しくなさそうに、
落ち着いて答えた。「嫁取りなのに、新郎はどこかって訊くのね？新郎は死んだんです




















   ある晩秋の昼時だった。空には淡い薄雲が幾つか漂い、白い陽の光が、風が吹き清
めた長い通りに差していた。何軒かの家の玄関口に女子供がたくさん立っており、そ
こでぼそぼそと何やら語り論じている。風が悲痛なラッパの音を運んできた。 






   「あれが張家の“貞女”ってわけね」一人の女が後ろから来た駕籠を指差し、老女に
言った。 
   「婚約して何か月かで男の方が死んだらしいよ。あの娘はその男がどんな顔だった
か、まだ見てもいなかったんだって！」 




   「お母さん、これって野辺の送り？」子供が顔を上げて母親に尋ねた。 
   「出まかせ言って。花嫁さんをお迎えしたんだよ」母親は息子に答えた。 
   「新郎はどこ？」その子供は再び尋ねた。 
   「前のあの駕籠のお位牌がそうなんでしょ」母親は煩わしそうに答えた。子供は眼
を見開き、口を開けて再び何かを言おうとしたが、母親は顔の向きを変え、他の人に
話しかけてしまった。子供は唇を尖らし、俯くと呟いた。 
   「あれは木の位牌じゃないか」 

















































































































































































































































































7 蕭乾「我的啓蒙老師楊振声（代序）」、同注 3孫昌煕・張華前掲書に拠る。 
8 陳源「閑話」、『現代評論』第 3巻 72期、1926年 4月。後、「新文学運動以来十部著作」として『西
瀅閑話』1928年 6月、新月書店収録。 




12 楊振声「回憶“五四”」、『人民文学』第 55期、1954年 5月。以下、「回憶“五四”」の引用は全て本テ
キストに拠る。 
13 『晨報』1919年 5月 6日の逮捕者リスト。斎藤道彦『五・四運動の虚像と実像』中央大学出版部、
1992年に拠る。 
14 楊振声「“五四”與新文学」、『人民日報』1949年 5月 4日、同注 3孫昌煕・張華前掲書に拠る。 
15 楊振声「從文化観点上回首“五四”」、『観察』第 6巻第 13期、1950年 5月 1日 





20 錢儀吉編『碑傳集』巻一百五十四列女六、文海出版社、中華民國 62年 
21 宋・道原編『景徳傳燈録』巻十七、『四部叢刊續／景徳傳燈録野菜博録』臺灣商務印書、中華民
国 65年 6月 
22 胡適「貞操問題」、『新靑年』第 5巻第 1号、1918年 7月 
23 同注 4 
24 同注 4 
25 梁実秋「憶沈從文」、注 4前掲書 
26 「曹禺同田本相談話記録」1982年 5月 28日、田本相『曹禺伝』、東方出版社、2009年 
27 「曹禺同田本相談話記録」1982年 5月 24日（注 26前掲書）に「私は亡くなった妻方瑞をモデル
にして愫方を書きました」とある。 
28 楊洪勛「楊振声青島趣事」、『中国海洋大学報』第 1598期、第 3版、2009年 3月 5日。楊振声の
長男楊文衡の妻侯煥成の親友であった徐植婉の回想として紹介されている。 








 『野草』第 94号、41-60頁（中国文芸研究会、2014年 8月） 








































































































 楊振声「彼女」は民国 16（1926）年 1月 11日、『晨報』副刊第 52 期第 1423 号に掲
載された。『晨報』については後述するが、副刊とは新聞の文芸・学術欄を謂う。この








































































 凌は 1919 年、天津の第一女子師範学校に入学している。凌の「こんなこと」の C
校のモデルは、凌自身の母校であるこの天津第一女子師範学校かもしれない。また、























論文 杉村安幾子 ロミオはジュリエット―楊振声「彼女はなぜ突然気が触れたか」と凌叔華「こんなこともある」 
 報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」61 
「労働と資本」やデューイの新実験主義が紹介されるなど、思想・学術面での寄与も
相当であった。孫伏園は 1924 年 10 月、魯迅の「私の失恋」という作品の掲載をめぐ
って『晨報』の総編集長と対立、結果的に副刊編集を辞任している。 
 1925 年 10 月から副刊編集となったのが、徐志摩（Xu Zhimo、1897-1931）である。
米国クラーク大学、コロンビア大学、英国ロンドン大学、ケンブリッジ大学に留学経
験のある徐志摩の周囲には、欧米留学経験者が集まっており、彼らの多くは陳源を代




























































論文 杉村安幾子 ロミオはジュリエット―楊振声「彼女はなぜ突然気が触れたか」と凌叔華「こんなこともある」 
 報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」63 




実な証拠のあるものとしては 1914年 4月 5日、新民社による文明戯『女律師（ヴェニ
スの商人）』であり、1925年 4月 3日には春柳社による『春夢（オセロー）』の上演が
あった。但し、これらは中国語による上演である。翻訳ではなく英語での上演として




クと悲しみのあまりおかしくなるラストで、彼女は「Here's to my love! O true apothecary! 
Thy drugs are quick. Thus with a kiss I die.」17と唱える。ここで影曼が唱えたものは、『ロ

















影曼 L・雲羅 Lとして見ていこう。 
















































 こうした影曼 Yと雲羅 Yの親密な身体的接触を伴う関係は、確かに読者に随分親し
げであるとの印象を与える。 
 次に「こんなこと」の影曼 Lと雲羅 Lを見ていこう。劇のリハーサル終了後、影曼













  「私の体はもうふにゃふにゃよ。何がこんな良い匂いなの？私に嗅がせて！」 






















更に影曼 L と雲羅 L が夜散歩をする下りでは、雲羅 L が憂鬱そうな様子を見せる。
影曼 Lは「本当にセンチメンタルなんだから」と言って、雲羅 Lの頬にキスをし、彼
女の乱れた髪を整える。雲羅 Lが泣きながら親に結婚を迫られていることを影曼 Lに












































































































Here's to my love! O true apothecary! 







































  「良かった良かった、意識が戻ったのね！」 
 


















































 凌の「こんなこと」の雲羅 L は父がなく、母と兄によって他の男との結婚を強く勧
められ、それに逆らえずに結果として後妻として嫁ぐことになる。家族が恋愛の障害
となるという点において、雲羅 Lはまさしくジュリエットであったと言えるだろう。 











2 盛英主編『二十世紀中国女性文学史』上巻、天津人民出版社 1995を参照。 
3 参考までに 1916年の統計を挙げれば、全国に女学校は 3,461校、女子生徒数は 172,724人で
ある。一方、高等教育に関して見れば、1920年に北京大学が全国で初めて女子学生 9人を聴
講生として受け入れた後、1922年から 23年には大学・高等師範学校などの高等教育機関の女
学生は 887人、学生総数のわずか 2.5％に過ぎなかった。注 1熊賢君前掲書参照。 
























9 凌叔華に関する伝記的記述は、宋生貴編『凌叔華的古韵夢影』東方出版社 2008に拠る。 
10 楊振声「説有這麼一回事附字」『晨報副鐫』1926年 5月 3日。『凌叔華文存』上巻、四川文芸
出版社 1998も参考にした。 






教育出版社 1999、馮并著『中国文芸副刊史』華文出版社 2001 
14 同注 11 
15 徐志摩「志摩附識」『晨報副鐫』1926年 5月 5日 
16 中国におけるシェイクスピア受容に関しては、以下を参照した。瀬戸宏「中国のシェイクス
ピア受容史」（『シアターアーツ』第 11号、2002。瀬戸宏氏のサイト転載に拠る。




17 楊振声「她為甚麼忽然発瘋了？」『晨報副鐫』1926年 5月 3日。以下、本作の引用は全て同
テキストに拠り拙訳。『楊振声選集』人民文学出版社 1987も参考にした。 
18 素心「説有這麼一回事」『晨報副鐫』1926年 5月 3日。以下、本作の引用は全て同テキスト
に拠り拙訳。『凌叔華文存』下巻、四川文芸出版社 1998も参考にした。 
19 常彬著『中国女性文学話語流変 1898-1949』人民出版社 2007 
20 鄭如玲「是女同問題？還是女権問題─談〈説有這麼一回事〉的主題所在」、臺灣國立中央
大學「性／別研究室」サイトに拠る。http://sex.ncu.edu.tw/course/liou/4_Papers/Paper_07.html 
2014年 11月 28日閲覧 
21 注 5宮尾論文及び拙論に詳しい。 
 
その他参考文献 
 中野好夫訳「ロミオとジュリエット」『シェイクスピア全集 6』筑摩書房 1967 

















































































































                                                   
3山田登世子『リゾートの世紀末：水の記憶の旅』（筑摩書房、1998年）を参照。 
写真1 青島第一海水浴場（旧ヴィクトリア海水浴場、2012 年 8月 22
日、筆者撮影）。魯海氏の記述によれば、昔日は左手の手すりのあ
る遊歩道がなく、砂浜から直接ホテルへ行けたという。 






































































































                                                   
8 以下の王統照の事跡については、楊洪承『王統照評伝』（花山文芸出版社、1989年）、劉増人
『王統照伝』（北京十月出版社、2000年）を参考にした。
    写真 2 青島・観海二路49 号の王統照故居 






























ことにした。重病であった母の李清は、翌 27年 3月にこの世を去ってしまう。 
 もちろんこの王統照の帰郷の背景には、三・一八事件以降の、北洋軍閥政府による
言論弾圧と、それに起因する出版社、作家の北京脱出という、政治的な要因も存在す
                                                   
9 前掲劉増人『王統照伝』pp.173-174に詳しい。
10 前掲王立誠『瓣香心語：王統照紀伝』pp.24-25。

































                                                   































 「海水浴の後」は 1927年 10月 2日に執筆された。初出は『民鐸』第 9巻第 3号（1928
年 3月 1日）であるが、未見であるため、いまは『王統照全集』第 1巻（中国工人出
                                                   
12 前掲『王統照全集』第 1巻、p.310。

































































                                                   




































                                                   



































                                                   
16前掲『王統照全集』第 1巻、p.251 
















 そのいっぽうで、特に 6 に典型的だが、中国を流転する哀れな白系ロシア人という











 そのいっぽう、日本では 1927年 4月 20日に田中義一内閣が成立し、山東省内の日
本権益の保護と居留民の保護を名目に、大連の歩兵第 33旅団を青島に派遣し、待機さ
せたのであった。その後、7 月 8 日に日本軍は済南に進出する。いわゆる第一次山東
出兵である。蒋介石の国民政府軍と済南にあった北軍の張宗昌軍が一戦を交え、国民


































                                                   
18 チェーホフの「異国で」については、神西清・池田健太郎訳『チェーホフ全集』第 4巻、中
央公論社、1969年を参照。また王統照の訳は前掲『王統照全集』第 7巻所収。 
19 前掲『チェーホフ全集』第 4巻、p.219。 

































                                                   































  報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」91 
青島と台湾海峡―孫陵「紅豆」を巡って 
 































































































  「我還是勸你同我走，船就要開了！」 
  「同你到臺灣結婚？」 
  「不結婚也可以。」他像哀求一樣説道。 
報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」 
94 
  「我倒也真想去臺灣看看呢！」慧芳這時已經陪着英華上了舢，沉吟地説。 
  「那就走吧！」 
  「不成！不成！」忽然她一跳又跳回岸上。「表哥，我等你回來！」 
（すぐにまた長いため息を一つついて、 
  「やはり私と一緒に出発することを勧める。船がもうすぐ出るよ。」 
  「あなたと台湾で結婚するの？」 
  「結婚しなくてもいい。」彼は哀願するように言った。 
  「私だって本当に台湾に行ってみたいのよ。」慧芳はそのとき英華について小舟に
乗り、考えながら話した。 



























































  「她到底為了甚麼呢？」 
  他直到今天，還無法了解表妹為甚麼？要那麼殘酷地結束了她美麗的生命？ 
  他不停地摩撫着表妹送他的那個圓圓的紅豆，和紅豆上那顆已經碎了的心。 





































































1965年 5月 4日）、王集叢「孫陵的「大風雪」」（『写作与批評』帕米爾書店、1953年 10月、
後に『大風雪』及び『王集叢自選集』黎明文化事業股份有限公司、1978年 5月）、丘立才「抗日
時期的孫陵」（『東北文学研究史料』第三輯、1986年 9月、未見。後に『辺声』智燕出版社、1987
年 6月所収）、陳紀瀅「記孫陵」（上）（中）（下）（『伝記文学』第 42巻第 5期～第 43巻第
1期、1982年 5月～1983年 7月）、陳紀瀅「悼孫陵兄」（『伝記文学』第 43巻第 1期、1983年
7 月）、陳の文章はいずれも後に『三十年代作家直接印象記』（台湾商務印書館股份有限公司、
1986年 8月）に収録。葛浩文「光明裡的黒暗」（『辺声』所収）、葛浩文「悼孫陵―《文壇交遊
録》末一章」（『弄斧集』学英文化事業有限公司、1984年 8月。初出は『聯合報』1983年 7月 3



















































































10 注 6所掲書⑤ 
11 「序」（『她是誰』帕米爾書店、1954年 11月） 
12 『従東北来』（前線出版社、1940年 7月）、『大風雪』『辺声』や『大風雪』第二部に位置づけ




























る。期間は 2012年 8月 19日から 24日。しかし 8月 19日、20日、24日は移動日であった








8月 23日 嶗山・北九水風景区 
 
2012年 8月 21日 




















































































































だけれども、この艦内ばか 写真2 恐るべき潜水艦内部 
































                                                      
『沈従文全集』第 巻、北岳文芸出版社、	 	 年、．	 。











































































































                                                      
5 前掲『沈従文全集』第 8巻、p.67。 
写真4 謎のトラと白塔 




































































                                                      
6 『郁達夫全集』第 7巻、浙江大学出版社、2007年、p.139。 
7 前掲『郁達夫全集』第 5巻所収 
写真6 郁達夫「青島雑事詩」詩碑 























































































大正 10（1921）年 5月末データ：小学校 11校、尋常科児童数計 2,503名、二年制高等科





日本人経営：公学堂 37校、児童総数 3,356名。日語学校 4校、生徒総数 354名。 
欧米人経営：礼賢書院（スイス同善教会設立）生徒数 71名、明徳中学校（アメリカ長老


























































































■人夫に関する報告。人力車夫 1900人、荷車夫 2000人、一輪車夫 1600人、荷馬車夫 100
書評 
報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」117 


























■ 著者泉對氏、大正 8（1919）年 2月から 9（1920）年
8月まで青島民政署勤務。 
 官報：大正 8（1919）年 2月 20日 叙任及辞令「大正
8 年 2 月 19 日 長野県南佐久郡長正七位 泉對信之助 
任青島守備軍民政部事務官」 
  →青島守備軍民政署の実質トップの役人か 


































大正 8年 3月 13日東京発、同日神戸へ。翌日台北丸に乗船予定だったが、事故で欠航。
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  そこで二つの課題： 
  ①青島ではドイツ植民地行政がどのような経済政策を構想し実践したのか 
   またその経済政策が地域経済与えた影響 




  →余剰資本のはけ口としての植民地という国内事情のみ 
 近年はグローバルな視点「トランスナショナルな歴史」 
  ①植民地の文化実践と社会秩序形成→本研究課題との整合 















































































































第 1部 現地人教育を中心とする青島の近代学校 
第 1章 ドイツ統治下膠州湾租借地における現地人学校 
第 2章 日本統治時代軍政期膠州湾租借地における現地人学校 
第 3章 日本統治時代民政期における現地人学校 
第 4章 北京政府期膠澳商埠における現地人学校 
 
第 2部 「在外指定学校」としての日本人学校を中心に 
第 5章 日本統治時代膠州湾租借地における現地人学校 
第 6章 青島守備軍から青島居留民団へ 
第 7章 1930年代の青島居留民団と教員人事の関係 
























































2 ：日本占領前に 26校を数える 

%：EX.青島蒙養学堂は生徒数 150名、学級数 6、職員数 6名(『大正 10年 9月末調査 
青島公学堂一覧』外務省外交史料館蔵) 

!1：5年 5科目+ドイツ語・ドイツ地理(修身、経学〈1年次 30時間中 9時間、3年






ex.1 礼賢書院：1900年ドイツ同善教会伝道師 Richard Wilhelm(中国名：衛礼賢)が創設。小
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（鲁迅〈《中国新文学大系》小说二集序〉《鲁迅全集》第六卷  人民文学出版社 1996年） 
 
２．〈回憶五四〉―五四運動とは何だったのか 
資料 2-① 回忆五四 
一 
    一条东西的长街上站满了男男女女，老老少少，嚷嚷着要看“娶贤良女”。 
    “什么叫娶贤良女？”我正放午学回家，仰面问一个有山羊胡子的人。 
    “等会你就看见了，小孩子急什么！”他那山羊胡子随话掀动。 




    跑回家问我的祖母。 
    “贤良女就是贤良女呗。”祖母一点也不感稀奇，不紧不慢地说：“你问娶媳妇，新郎在
哪里？他死了，牌位就是新郎，嫁给牌位，就是贤良女。⋯⋯你张着嘴尽看我做什么？瞧你
那个傻样子!” 
    “也难怪！”她停一回叹口气说，“年轻轻的姑娘，嫁了个牌位！说不定从来没有见面呢。
嗐！她得同那个牌位拜天地，还得入洞房，还得晚上陪着那个牌位⋯⋯坐着⋯⋯” 



























    大队进入东交民巷西口，帝国主义者在我们自己的土地上拒绝我们通过。洪流的怒潮就
转向赵家楼卷进，卷向在二十一条上面签字的卖国贼曹汝霖的住宅。进了巷子，队伍挤了个
水泄不透。 






































































(原载 1919年 5月 5日《晨报》·《大公报》等 








































資料 3-① 贞女 
    一个晚秋的傍午，天上飞着几片轻淡的薄云，白色的日光射在一条风扫净的长街上。几
家门首站了许多的女人孩子，在那里咕咕哝哝的谈论。风送过一阵很凄楚的喇叭声音。 
    “看，那边不是来了么！”一个人伸着脖子说。 




    “这就是张家的‘贞女’①。”一个女人指着后面那乘轿子，对着一位老太婆说。 
    “听说定亲几个月，男的就死了。她还没看见这个男的甚么样呢！” 
    “唉！这样好模好样年轻轻的女孩子，她的父母怎么舍得教⋯⋯”那个老太婆说着咳嗽
起来了。 
    “妈，这是送殡的么？”一个小孩子仰着脸问他母亲。 
    “瞎说，人家是迎亲的。”他母亲回答他。 
    “心女婿在那里？”那个小孩子又问道。 
    “前面那个轿里的神主不是么？”他母亲不耐烦的回答他。那个小孩子瞪着眼张着嘴又
要说时，他母亲转了头和别人说话去了。他骨朵着小嘴，低下头，咕哝道： 
    “那是个木头牌位。” 




















    晨起，日光满窗了,还不见她出来。丫头几次送脸水，总是关注门，里边也没有动静。丫
头疑了，从窗外往里偷着一看，吓的舌头缩成一块说不出话来，一直跑到李太太房中，半晌
才说道：“小奶奶吊死了！”                                       ①女子未嫁而夫死，
至其夫家守节者，俗谓之贞女。 



















































































































（胡适〈贞操问题〉 本篇最初发表于1918年 7月《新青年》第五卷第一号 









































（曹禺同田本相谈话记录，1982年 5月 26日。田本相著《曹禺传》东方出版社 2009年） 
 
資料4-⑤ 














    我这个闷葫芦总算戳穿了几个洞，但我始终还蹩在时代的后面。 







■杨起口述,陈远撰文〈杨振声：湮没无闻许多年〉《新京报》2004年 8月 21日 
(转自 http://blog.sina.com.cn/s/blog_4888322001000as0.html) 
■中国社会科学院近代史研究所编《五四运动回忆录·上》中国社会科学出版社  1979年 
■闵建国《中国现代著名作家的婚恋与创作》 河南人民出版社 2004年 
報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」 
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 1930年 9月胡適の提唱で『シェイクスピア全集』翻訳計画 
  梁実秋・聞一多・徐志摩・葉公超・陳源の 5名・経費 5万元・5～10年 






























         中国小説史と高級作文課程 
         妹岳萌が青島へ 
















 ・「八駿図」（特約中篇、『文学』第 5号第 2巻、1935年 8月） 
 ・短編小説集『八駿図』（文学叢刊第一集、上海文化生活出版社、1935年 12月） 
   『文学』版との異同あり。 
   サマースクールの講師として青島にやってきた八人の教授のうち、 
   語られていない“己”＝“達士先生” 
 ・『従文小説習作選』（上海良友図書印刷公司、1936。のちに上海書店影印本 1990） 
 ・『春燈集』（開明書店、1943年） 




  青島滞在時期に執筆した 
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    穿过菜园子，便是一片沙田远接海岸。过了沙田，我便望见一对人儿在海岸并肩散步。他
们走着渐渐慢下去，又渐渐地那位女子停住了脚，脸转向一边，头渐低下去看地。（中略） 
    离他们不远，有一个六七岁的小女孩子在那里低头躬腰捡石子。此时海岸上只有他们三位，
静悄悄地站在朝日中，背衬着一片海水的清碧，远接天边。(p.18) 
 
    蒙蒙细雨在海面上打起千万个白波，洗淋淋沉重的载客小舟，拢到轮船边。在人声嘈杂中
脚夫挣扎着拉下了我的行李，并我一块儿用小舟渡到海岸上。(p.28) 
 

















    玉君提议我们一同到岛子上去游玩去，她携了菱君的手，我们三个人一同上了船。此时正
是初秋天气，天高日朗，海水新碧。日光射在海面，光辉闪烁，像似一面放光的镜子。(p.73) 



















  嵐のシーン → 嵐の海上で敵を助けてしまう。 
 
〈抛锚〉（《文学杂志》创刊号，1937年5月） 




    细雨落于海面，万点蜂窝。鱼多浮浅，正是渔市盛时。全岛人都随着鱼的活跃而活跃着。
穆三垂了头，在海岸上走向不知何所，雨点打湿了他的衣服，他也不觉得。(p.159) 
 











    灰色的海面上起了一层夕雾，那小小荒岛上的树木岩石渐渐地混合为一片黑影，又渐渐为
昏雾笼罩，消失在无垠的黑暗中。此时只有海涛拍岸，卷着沙砾澌澌的流动之声。(p.170) 
 
    太阳升起以后，海面上闪耀着千万的金星。武诚为这强烈的光线照醒了。他探身掬取海水
洗脸，看见一群小虾扬扬得意而来。(中略) 
    船正驶到海洋中，那棉花塞住的长隙已沁了水，船渐渐地沉重，武诚早已觉得出来，他只
低头缓缓地摇橹，直至水快到船面，敌人才发觉了。(p.172) 
 





■彭  松  〈略论“五四”文学中的海洋书写〉 
(《复旦学报》社会科学版，2013 年第 3 期  → 复印报刊资料《中国现代、当代文学研究》
2013年第10期) 
 
    在传统中国,“海”是环绕中土神州、渺茫难征的边缘“他者”，是覆挂在文明中心四围、
浩荡无涯“无知之幕”，是“蓬莱先怪”和“镜花奇缘”幻变的想像之域。 
 




    郭沫若 = 充满力与美的大海、无限生命和自由涌动的大海 
    冰心 = 充满女性温情的爱与美 
    徐志摩、庐隐 = 自由、新生活 
 
    在“五四”文学中，杨振声的滨海渔家小说可谓较早地展现了海边实景，―――― 






























                                                      











































































































































※謝冰瑩 1967、葛紹欧 1999 をもとに作成。
                                                                          








































4	 『茫茫夜』台北 華国出版社、1953年 4月 「大陸淪陥前夕」の自伝風長篇小説

★戦争小説
















































































































































































































 初出：『文学』第５巻第２号 1935年 2月 







   登場人物の甲、乙、丙、丁、戊…は青島大学の同僚がモデル？ 
 
 青島滞在時期に執筆 
 →学生向けに書いた習作      
                     八自存本」（『沈従文全集』第 14巻） 
 
◯青島大学ができるまで 
  青島市史志弁公室編『青島市志・教育志』、新華出版社、1994  
  劉秋増総纂『山東省志・教育志』、山東人民出版社、2003 
  「国立青島大学簡単史」（http://blog.sina.com.cn/s/blog_475e07bc010003bd.html）  
 
★私立青島大学 
  1924年 8月 私立青島大学設立 
  所在地は、俾斯麦兵営跡地（現在の青島海洋大学） 
  高恩洪、宋伝典、孫広欽ら 11人が理事会を組織 
  梁啓超、蔡元培、張伯苓、黄炎培、顧維鈞ら 24名が名誉理事に 
  北平、南京、済南、青島から学生募集 
  工科と商科 各 40名 学制 4年 
  9月 20日授業開始 10月 20日 開学式 
  1926年に鉄路管理科増設 
  1928年 5月停止 
 
★省立山東大学 




   所在地は、済南突泉前街 
  1928年、済南事件による混乱のなか停止（1929年？） 
 
★国立山東大学→国立青島大学→国立山東大学 
  1928年泰安の国民党山東省政府、山東省教育庁何思源の提案により、何思源、蔡元培ら 11人
に国立山東大学準備委員会発足させることを決め、省立山東大学の資産が国立山東大学に帰
属することに決める 
  1929年、国立山東大学準備委員会、省政府とともに済南入り。6月省立山東大学を接収 
  国立山東大学から国立青島大学に改名することに決まる。キャンパスは青島に 
   それにともない、国立山東大学準備員会が国立青島大学準備委員会に改名される 
  国立青島大学準備委員会 
   委員：蔡元培、何思源（主任）、楊振声、趙畸、杜光塤、傅斯年、袁家普、彭百川、王近信 
    のちに王調元、于恩波、陳名豫も委員に 
     もと私立青島大学跡地をキャンパスに定め、文、理、農、工の 4つの学院の設立を目指す 
    済南に農事試験場と化学染織機械工廠を敷設することに決める 
   10月、杜光塤に青島での開学にむけての作業を一任 
    準備期間注に予科にあたる文系理系の補習班（一年）を設ける 
  1930年、楊振声が校長となる 
  同年 6月、張道藩が教務長に。杜光塤が教務長の職務を担当する  
   補習班の合格者が国立青島大学の一期生（文科 55人、理科 54人）に 
  同年 9月 21日 正式に開学する 
   南京政府の「大学組織法」「大学規定」にもとづき、四年制、単位制、学位の授与を決める 
  同年 7つの系に拡大 
      文学院 中国文学系、外国文学系、教育学系  聞一多が文学院長 
      理学院 数学系、物理系、化学系、生物学系  黄敬恩が理学院長 
  1931年秋 教育学系が教育学院に拡充 黄敬恩が教育学院長、趙畸が教務長に 
          
  1932年 9月 楊振声、校長を辞職 
   国立青島大学から国立山東大学に改名、趙畸が校長、杜光壎が教務長に 
     教育学院が停止、文学院・理学院が文理学院に改組される 黄際遇が文理学院長に 
     工学院が増設され、土木工程と機械工程のふたつの系が作られる 
  1936年 学生デモが起こり、山東省主席韓復渠が政府の教育補助を打ち切り、校務と人事に 
関与したことにより、趙畸が校長を辞職。 
  1937年 10月下旬に授業停止。 
   →教員・学生は、四川（現重慶市）万県に移動した後、国立山東大学は業務停止 
 
  1946年 1月 国民政府教育部、趙畸を代理校長に、国立山東大学再建を準備 11月開学 
  1947年、海洋学系と海洋研究所の設立が準備される 
  1949年、青島“解放”後、山東大学は人民政府に接収される 
報告書「近代都市・青島における知識人の交流と文化空間の創成」 
184 
    
◯青島における学潮（学生運動） 
 「聞一多長孫：祖父経歴三次学潮 灰心離開青島」（『済魯晩報』2010年 5月 20日） 
 
 ①1930年 青島大学設立直後 
   偽の学歴で入学した学生を退学処分に 
 ②1931年 柳条湖事件後 
   学生デモ、列車を止め、南京に請願に 
   青島大学、首謀者を退学処分に（楊振声辞職の原因） 
 ③1932年春 
   	
	  
   学生から聞一多が批判される 青島大学＝新月派 
 
◯沈従文と学生運動 
   
  青島大学での沈従文の担当授業「高級作文」 
 
  沈従文「『幽僻的陳荘』題記」（『水星』第 1巻第 6期 1935年 3月） 
   ある大学（＝青島大学）で小説習作を教えていた 
   27名から 5名に 
   そのうちの 2名は聴講生 王林（外文系）と李鶴雲（＝江青） 
     
    儁聞『幽僻的陳荘』（北平文心書業社、1935年 1月） 
 
     儁聞＝王林  
         青島大学学生自治会 
         中共青島大学党支部書記 
         学生デモのトップ（檄文 青島市档案館） 
 
    儁聞「歳暮」（『現代』第 2巻 2号、1932年 12月） 沈従文の推薦 
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